
２０１５年４月４日の皆既月食。
当館の学芸員補助スタッフ・
京都大学大学院の鈴木裕司氏が、
沖縄県の南大東島で撮影。
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�星空ガイド(５‐６月)

�宇宙線で火山や活断層を透視する

�窮理の部屋「磁石に反発」

�天文の話題「日食と月食、どちらが

よく起こる？」

�ジュニア科学クラブ

�光年特集「失われし灯りを求めて」

�最近の研究発表など

	学芸員の活動(飯山学芸員)


科学館アルバム(３月)

�第２の地球・ミュージアムショップ

�インフォメーション

友の会

�新・登録資料
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５月１６日～６月１５日の星空

※惑星は２０１５年６月１日の位置です。

よいの星空
５月１６日２２時頃

６月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
５月１６日 ４時頃

６月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

５ １６ 土 ４：５４ １８：５４ ３：３０ １６：４４ ２７.３

２１ 木 ４：５１ １８：５８ ７：３４ ２１：４４ ２.９

２６ 火 ４：４８ １９：０１ １２：０８ ０：２２ ７.９

６ １ 月 ４：４６ １９：０５ １７：３８ ３：４３ １３.９

６ 土 ４：４４ １９：０８ ２２：０７ ８：０３ １８.９

１１ 木 ４：４４ １９：１０ ０：５０ １３：２７ ２３.９

１５ 月 ４：４４ １９：１２ ３：３９ １７：４２ ２７.９

星空ガイド

２



５月２３日、土星が衝

土星が太陽と正反対の方向（正

確 に は、地 心 視 黄 経 の 差 が

１８０°）に来ます。土星の出は日

没とほぼ同時の１８：４５、南中は

真夜中の２３：５４です。明るさは０

等級で、近くにあるアンタレスよりず

っと明るく目立っています。右の図

は２０１５年５月２３日２１時の土星

と衛星です（図はステラナビゲータ

１０で作成）。

６月７日、金星が東方最大離角

金星が太陽から約４５°東側に

離れ、夕方の西の空で観望好機

です。午後９時の空でも、地平線

からの高さが１５°以上あり、よいの

空で、気持ち悪いぐらい明るく大き

く見えています。６月の後半には、

金星に木星が接近してきます（図

は５日ごとの金星の位置：作図は

同上）。

［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

５ １８ 月 ●新月(１３時)

２１ 木 小満(太陽黄経６０°)

月と金星がならぶ

２３ 土 土星が衝

２４ 日 月と木星がならぶ

２５ 月 月とレグルスがならぶ

２６ 火 上弦（２時）

２７ 水 月が最遠(４０４２４４㎞)

２９ 金 月とスピカがならぶ

金星とポルックスがならぶ

月 日 曜 主な天文現象など

６ １ 月 月と土星がならぶ

２ 火 月とアンタレスがならぶ

３ 水 ○満月(１時)

４ 木 小惑星パラスが最接近(９.４等)

６ 土 芒種(太陽黄経７５°)

７ 日 金星が東方最大離角（夕方の西空）

１０ 水 下弦(１時)

月が最近(３５９７１１㎞)

１２ 金 小惑星パラスが衝

月と天王星が接近（明け方）

１４ 日 火星が合

１５ 月 月と水星がならぶ

水星の接食（太陽に近く観察困難）石坂 千春（主任学芸員）

星空ガイド
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火山を透視する

東京大学地震研究所 田中宏幸

１．透視とは

透視とは文字通り物体を透かして中身を

視る方法だ。世界で初めて透視が科学的に

実演されたのは、１８９６年、ドイツの物理学

者ウィルヘルム・コンラッド・レントゲン博士に

よる。日本ではこの透視術を彼の名にちなん

で、レントゲン写真撮影と呼んでいる。この技

術は検診などでも普段からよくお世話になっ

ているため、私たちには大変身近な存在だ。

レントゲン写真を撮るために使われるのが

Ｘ線。レントゲン博士は目には見えない未知

の線という意味を込めて、これをＸ線と名付

けた。ではどうして、Ｘ線を使うと体の中を透

かし撮ることができるのだろうか。その秘密は

Ｘ線の透過力に隠されている。Ｘ線は目に見

える可視光と同じく光の仲間だが、可視光が

体の表面で止まるのに対して、Ｘ線は体を貫

通する。しかし、全部貫通してしまっては、骨

は写らない。空気が透明なのは、可視光が全部通り抜けてしまうからである。つまり、

Ｘ線が全て体を通り抜けてしまっては、Ｘ線にとって体は透明になってしまうのだ。

それではどうして、レントゲン写真に骨が写るのか。それは体の中でＸ線が適度に

止まってくれるからである。体の中でＸ線が止まりやすい部分（この場合は骨）と止まり

にくい部分があって、Ｘ線の透過量に差が出てくる。この差を描き出したのがレントゲン

写真なのだ。

今では、私たちの体だけではなく、鉄筋コンクリート製のビルの壁や車のエンジンな

んかも撮影できるようになってきている。では、レントゲン写真撮影術を使えば、なん

でも透視することができるのだろうか。たとえば、山一つ丸ごと透かし撮れるか。それ

ができないことはすぐにわかる。Ｘ線の透過力が足りないのだ。Ｘ線は私たちの体の大

きさに適した透過力を持っている。Ｘ線のエネルギーを上げたり、数を増やしたりする

ことで、この透過力を２倍、３倍に上げることはできる。だが、１０００倍、２０００倍とな

ると話がまるで違う。人間が作り出すことができるＸ線ではこれだけの透過力を得るこ

とはできないのだ。

写真１：レントゲンが撮影した同僚のケ
リカーの左手。指輪も写っている。(出
典：ウィキペディア/レントゲン)
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２．ミュオンという素粒子

では、Ｘ線を超える透過力を持つ物質はないのだろうか？１９３６年、アメリカの物

理学者、カール・アンダーソンとセス・ネッダーマイヤーはミュオンという素粒子を発見

した。素粒子とは文字通りそれ以上細かく分けることのできない物質のことを言うが、

この素粒子には非常に強い貫通力があることがすぐにわかった。電子と似たような性

質を持つが、その質量は電子より２００倍重いというのが、理由である。

現代物理学では、世の中に４つのタイプの力が存在していることになっている。「電

磁気力」、「弱い力」、「強い力」そして「重力」である。電磁気力は磁石が引き合う

力、重力は私たちが地球に引き付けられる力として、分かりやすいがそれ以外にも電

磁気力ほど強くはないが、重力ほどは弱くない「弱い力」、そしてもっとも強いタイプの

力として「強い力」がそれぞれ見つかっている。

ここで、読者のみなさんは「地球に引き付けられる力の方が、磁石がひきつけあう

力と比べて全然強いじゃないか」と思われるかもしれない。だが、この力は素粒子一

つ一つにかかる力を意味しているので、そうはならない。一つの磁石に含まれる原子

の数と地球全体に含まれる原子の数を比べてみるとその差は歴然としている。今後

は、重力を除いた、残り３つの力についてのみ、考えることにする。

話は少しそれたが、ミュオンという素粒子には「電磁気力」、「弱い力」が働くが、

「強い力」は働かない。電磁気力は電気を帯びた粒子（電子やミュオン）が光の吸

収、放出を行うことで生まれる。（弱い力は弱ボソンという粒子をキャッチボールする

ことで生まれる。）一方で、光の一種であるＸ線はキャッチボールされる側の立場であ

る。この時点でミュオンとＸ線は全然違う。

さて、地球上のあらゆる物体を構成している原子は原子核とその周りを回る電子で

できている。つまり、物体内に入ってきたＸ線は電子や原子核に吸収されるのだ。光

を吸収した電子や原子核は短い時間の間に光を放出する。実はこのプロセスがポイ

ントで、放出されたＸ線のエネルギーは吸収される前のＸ線のエネルギーよりも低い。

つまり、物体内の電子や原子核とX線が反応をすることで、Ｘ線が遅くなって、ついに

は止まるのである。このプロセスは物体にミュオンが入ってきた時も同じである。ミュオ

ンの場合は電子や原子核と光のキャッチボールをするところが若干違うのだが。

なので、貫通力を上げる、つまり、止まるまでの距離を稼ぐためには、もっと速い（エ

ネルギーの高い）Ｘ線を打ち込めばよいだけのように思える。ところが、そうはいかな

い。これ以外にもう一つプロセスがあり、これがＸ線とミュオンの透過力の違いに決定

打を与えているのだ。アインシュタインの相対性理論によると、エネルギーと質量は等

価である。いわゆるＥ＝ｍｃ２だ。つまり、Ｘ線の透過力を上げようとしてエネルギーを

上げていくと、そのうち電子を作るエネルギーを超える。つまり、そのうちＸ線が電子

（正確には電子とその反物質の陽電子のペア）を作り出すのだ。作り出された電子は

物体内部の電子や原子核と光のキャッチボールをして、別のＸ線を放出する。この
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反応でもＸ線は減速する。

このキャッチボールの頻度が電子とミュオンで４００００倍も違うのだ。質量が２００

倍重いというのが、理由である。つまり、高エネルギーのＸ線は物体内部で電子を作

る。電子は軽いため、高い頻度で高エネルギーの光の放出を繰り返して、すぐに止ま

る。だが、ミュオンは重いため、電子を作るような高エネルギーの光を中々放出しな

いのだ。その結果ミュオンは物体中でエネルギーをあまり落とさない、つまり物体内部

であまり遅くならないのである。 また、Ｘ線は電子（と陽電子）を作るときに消滅する

が、ミュオンは作った電子のエネルギー分を失うだけで、元のミュオンが何かに置き

換わったりはしない。これが、ミュオンがＸ線に比べてけた違いに強い透過力を持って

いる理由だ。こうして強い透過力を得たミュオンはエネルギーが高ければ岩盤１ ｋｍ

でも簡単に透過することができる。

ところで、「弱い力」しか働かない素粒子はあるのだろうか？実はある。ニュートリノと

呼ばれる素粒子だ。電磁気力が働かないニュートリノはミュオンと比べてもさらにけた

違いに強い貫通力を持っているため、宇宙に存在するほとんどのニュートリノが地球

全体をも簡単に通り抜けることができる。

３．巨大物体の透視

こんな理由で、エネルギーさえ高

ければ、ミュオンは山一つ通り抜ける

ことができる。では岩盤１ｋｍ通り抜け

るためにはどの程度のエネルギーが

必要か。答えは１ ＴｅＶである。ｅＶは

素粒子のエネルギーを表す単位で、

エレクトロンボルトと読み、１ボルトの電

位差で粒子を加速した時のエネル

ギーだ。Ｔはテラの頭文字で１兆倍と

いう意味を持つ。つまり、１ ＴｅＶは１

兆ボルトの電位差で粒子を加速した

時のエネルギーに相当する。現代の

人類が持ちうる科学技術で１兆ボル

トを達成できるかというと、実は不可

能ではない。しかし、恐ろしく巨大な加速器が必要になる。これでは巨大物体の透視

を行うたびに巨大な加速器を移動するか、建設するかしないといけない。これには、

用地買収も含め、天文学的な費用が掛かるため、実行不可能である。

だが、宇宙には天然の加速器があるのだ。星の爆発である。宇宙は私たちが想像

するよりはるかに広いので、常識では考えられないことがよく起こる。星全体が爆発す

図１：大気中で生成される高エネルギーミュオン
とニュートリノ。主にパイオンとケイオンの中間
子を介して生成される。
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るのもその一例である。その爆発エネルギー

は計り知れなく、現代の人類が持ちうる科学

技術で加速できる粒子の何万倍ものエネル

ギーを持つ粒子が、おびただしい数放出され

る。そのような高エネルギー粒子が１０００万

年くらいかけて、地球に到達するのだ。それ

を私たちは宇宙線と呼んでいる。宇宙線は

ほぼ陽子から成っているがこれが地球に突

入すると、酸素や窒素の原子核と衝突して

核反応を起こす。その結果できるのがミュオ

ンとニュートリノだ（図１）。元の陽子のエネル

ギーが高いので、できるミュオンのエネル

ギーも高い。

こうしてできたミュオンは地球上どこでも雨

あられのように降り注いでいて、その数は手

のひらに一秒間に１個程度。四季を通してほぼ一定だ。この数、あまりピンと来ないか

もしれないが、一晩寝ている間に私たちの体を１００万個のミュオンが通り抜けている

といえば、意外と多いと感じられるのではないだろうか。

あとは、ミュオンを捉える装置を作れば、巨大物体の透視撮影、つまりミュオグラフ

ィの準備が整う。ミュオンを捉える装置はシンチレーターという、ミュオンを光に変える

部品と光電子増倍管という光を電気信号に変える部品を組み合わせて作る。ミュオ

ンを電気信号に変えることで、ミュオンの到来方向や数を勘定できるようになるのだ

（図２）。つまり、巨大物体のどの位置をどれだけのミュオンが通過してきたのかが分

かる仕組みだ。レントゲン写真と同じく、物体中でミュオンが止まりやすい部分と止まり

にくい部分の間の透過量に差を描き出せばミュオンを使った巨大物体のレントゲン写

真、ミュオグラフが撮れる。ところで、ニュートリノで山を透かし撮ることが可能だろう

か？答えはＮｏである。ニュートリノは透過力が強すぎて、全部通り抜けてしまうため、

ニュートリノにとって山は透明になってしまう。

４．火山を透視する

火山の麓にミュオンを捉える装置を置けば、斜め方向から到来するミュオンの通

過位置と透過量を測定することで、火山のミュオグラフが撮れる。火山を透視するこ

とで何が見えるか？まずマグマの通り道が見えるだろう。山の中にマグマの通り道があ

ればそこが水道管のように空洞になっているわけだから、その分ミュオンが通り抜け

やすい。そこにマグマが上がってくればマグマによってミュオンが止まりやすくなり、結

果として透過できるミュオン数が減る。

図２：ミュオンの到来方向や数を測定す
る仕組み。ミュオンを光に変換するプラス
チックシンチレーターと出てきた光を電気
信号に変える光電子増倍管から成る。
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図３は世界で初めて撮影された浅間山内部のミュオグラフである。お椀のような火

口の下にミュオンが通り抜けにくい部分（赤色）が見える。さらにその下に通り抜けや

すい部分（青色）が見える。赤い部分はマグマ、そして青い部分は空っぽのマグマの

通り道を示している。このマグマが発泡すると、火山ガスが発生する。軽くなるのでそ

の分ミュオンも通り抜けやすくなる。その様子を示しているのが、図３だ。ビールの入っ

たビンを振っても中身には変化が現れないが、蓋を開けた瞬間、泡が噴き出してく

る。同様な現象が火山でも起こっているのだ。マグマにもガスが溶け込んでいる。マグ

マが上昇して圧力が下がると、溶け込んだガスが泡となって出てくる。その様子を示

しているのが世界で３番目に撮影されたこの薩摩硫黄島の透視像である（図４）。図

中青い部分がマグマが発泡しているところである。既に噴火を終えた昭和新山（図

図３：浅間山のミュオグラフィ透過像。赤い部分が高密度、青い部分が低密度の部分を示す。

図４：㌖摩硫黄島のミュオグラフィ透過像。赤い部分が高密度、青い部分が低密度の部分
を示す。
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５）の内部の通り道が泡のないマグマで埋め尽くされているのと比較をすると対照的で

ある。

火山のレントゲン撮影技術は火山以外にもいろいろな巨大物体の透視に利用され

始めている。たとえば、東日本大震災で大きな被害を受けた福島第一原発の透視

撮影が一例である。最近、名古屋大学と東芝のグループはミュオグラフィを用いて、

原発２号機の炉心溶融を証明した。燃料の炉内残像量や残存場所の推定にも使え

るという。ミュオグラフィ技術はこれまで透視ができなかった巨大物体の透視に次々

と使われていくことだろう。

著者紹介 田中 宏幸（たなか ひろゆき）

東京大学地震研究所教授。著書に『素粒子で地球を視
る』（東京大学出版会）がある。２０１０年、日本鉄鋼協会
俵論文賞、２０１１年、日本火山学会論文賞、２０１３年
ＥＰＳ賞（地球電磁気・地球惑星圏学会、日本地震学
会、火山学会、日本測地学会、日本惑星学会の５学会
による）受賞。

図５：昭和新山のミュオグラフィ透過像。赤い部分が高密度、青い部分が低密度の部分を
示す。
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磁石に反発

齋藤 吉彦 （館長・学芸員）

磁石といえば冷蔵庫などにメモを貼り付ける便利なもので「くっつく」というイメージ

が強いですが、反磁性と言って反発することもあります。前回は「熱い鉄と方位磁石

結晶」と題して「熱い鉄は反磁性？」という著者の計算結果を紹介しました。今回は、

反磁性は一見とても不思議なのですが、じつはリーゾナブルでよくある現象ということ

を紹介します。

反磁性の強力なのは超電導体です。図１（左）は下の磁石にＣｕＢａＤｙＯ系の超電

導体が反発して浮いているところです。図１（右）はＢｉＳｒＣａＣｕＯ系セラミックの導線

を３００回巻いたコイルが超電導になって磁石に反発して浮きあがったところで、次の

ような超電導磁石のデモンストレーションです。このコイルを２つ重ねて液体窒素に浸

けて冷やすのですが、上側のコイルの両端は結線し、下側のコイルには１.５Ｖの充電

電池６本から電気を流せるようにしてあります。このセラミック線が十分冷えて超電導

となり電気抵抗のない導線になったところで、下側のコイルに電池から電気を流しま

す。すると、上側のコイルが浮き上がってくるのです。コイルには電気抵抗がないの

で、９Ｖでも大電流が流れて強力な磁石になります。このとき上側のコイルにも電気

が流れて、下側の超電導磁石に反発するように電磁石となって浮き上がるのです。リ

ニアモーターカーはこの原理で浮くのです。

超電導でなくても、電気が流れるものなら磁石に反発します。超強力な磁石の上

にアルミのヤカンを落とすと、ふつうならガチャンと音を立てて落ちるはずですが、フ

ワーっと軟着陸します。つまり、アルミのヤカンは磁石に反発するのです。２０１２年の

サイエンスショー「スーパー磁石」で多くの方にご覧いただきました。現在もときどきエ

キストラ実験ショーで実演していただいています。著者のホームページでも動画があり

図１．超電導による反磁性。ＣｕＢａＤｙＯ系超電導体（左）とＢｉＳｒＣａＣｕＯ系超電導コイル（右）

窮理の部屋

１０



ますので見てください。この現象はヤカンに図２

のような渦電流が流れて、ヤカンが電磁石にな

って反発するのです。図１の超電導体や超電

導コイルとほとんど同じです。超電導の場合は

電気抵抗がないのでいつまでも電流が流れて

反発したままでいられますが、ヤカンの場合は

動きが止まると電気抵抗によってすぐに電流が

消失し磁石に反発しなくなります。ですので、磁

石から遠ざけようとするとまた渦電流が生じてこ

んどは引きつけようとします。つまり、電気抵抗

があるので渦電流は磁石のそばでの運動を妨

げるのです。

原子レベルでも渦電流と同じような効果が生じます。原子核の周りを電子が回っ

ているのが原子で、磁石が近づくと電子の運動が変化し、上記の渦電流と同じように

反磁性になります。この場合は電気抵抗がないので減衰することがありません。図１

のような超電導の反発と似ています。ものは全て原子からできているので、反磁性は

当たり前に起こることなのです。じっさい、水や銅、グラファイトなど多くの物質が反磁

性です。トマトやきゅうりは水が大部分で、１０円玉は銅から、炭はグラファイトからでき

ているので、これらは磁石に反発します。非常に弱いですが、てこの原理などで工夫

をすればネオジム磁石のような強力な磁石で反磁性が確認できます。図３はネオジ

ム磁石が、上下にある２個のグラファイトの反発力で浮いているところです。この写真

の上部に別の磁石があって、その磁力でネオジム磁石の重力をほとんど打ち消すよ

うになっています。それでわずかな反発力でも浮くのです。

磁石に反発するというのはとても不思議に感じますが、じつはよくある現象なので

す。

図２．渦電流

図３．グラファイトに反発するネオジム磁石。上下にある黒い物体がグラファイト。その間で
浮いているのがネオジム磁石。

窮理の部屋
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日食と月食、どちらがよく起こる？

嘉数 次人（主任学芸員）

４月４日には皆既月食がありました。残念ながら科学館からは曇天で見えませんで

したが、皆既月食は昨年の１０月８日にもありましたから、半年で２回も皆既月食が起

こったわけです。そのため、最近はいろんな方と日食や月食に関する話をする機会も

増えたのですが、そんなある日「日食よりも、月食の方がたくさん起こりますよね」とい

う事を聞きました。確かに、「日本で見られる」という条件で見ると月食の方がよく見ら

れます。しかし、地球全体で起こる現象として見ると、日食の頻度の方が高いので

す。そうお話しすると、「へえ、そうなんだ」と驚かれる方も多くおられました。そこで、

日食と月食のどちらがたくさん起こるか見てみましょう。

データブックで調べると

こういったことを調べるには、やはりデータブックを見るのが一番、ということで、国

立天文台が編集している『理科年表』を開き、２０１１年から２０１５年までの最近５年

間に起こる日月食のデータをピックアップしてみました。すると、表１と２の通りで、５年

間で日食は１２回、月食は８回という結果となり、やはり日食の方が多くなっていま

す。

しかし、日本で見られるかどうかで調べてみると、日食が３回、月食が７回という結

果となりました。

日付（日本時間） 種類 日本で 日付（日本時間） 種類 日本で

２０１１年１月４日 部分 見られない ２０１１年６月１６日 皆既 見られる

２０１１年６月２日 部分 見られる ２０１１年１２月１０日 皆既 見られる

２０１１年７月１日 部分 見られない ２０１２年６月４日 部分 見られる

２０１１年１１月２５日 部分 見られない ２０１３年４月２６日 部分 見られる

２０１２年５月２１日 金環 見られる ２０１４年４月１５日 皆既 見られる

２０１２年１１月１４日 皆既 見られない ２０１４年１０月８日 皆既 見られる

２０１３年５月１０日 金環 見られる ２０１５年４月４日 皆既 見られる

２０１３年１１月３日 金環皆既 見られない ２０１５年９月２８日 皆既 見られない

２０１４年４月２９日 金環 見られない

２０１４年１０月２４日 部分 見られない

２０１５年３月２０日 皆既 見られない

２０１５年９月１３日 部分 見られない

（左）表１：最近５年間の日食 （右）表２：最近５年間の月食 （いずれも『理科年表』より）
※月食は半影月食を除く。日本での状況は、ごく一部の地域でも見られたら「見られる」としま
した。また、天気による状況は無視しています。

天文の話題
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日食の方がよく起こる理由

さて、日食の方がよく起こる理由は、食の起

こるしくみを見てみればわかります。

太陽光のうち、地球に届く光は図１の様に

太陽と地球に内接する円錐形になります。地

球から見て、太陽と反対側は地球の影になり

ますから、その影の円錐中に月が入ると月食

が起こります。一方、太陽－地球間の光の円

錐形の中に月が入れば、月の影が地球に落ち

て日食が起こるわけです。（いずれも全部が入

れば皆既食、一部が入れば部分食）。

では、日食の時に月が横切る場所での太陽光の円錐の切り口と、月食の時に月

が横切る場所での影の円錐の切り口では、どちらが大きいのでしょうか？答えは、図

を見れば日食時の円錐の方だとわかりますね。これが日食の方が多い理由です。

ここで、日食と月食時の円錐の切り口の半径を大雑把に計算してみました。簡単

のために、地球の軌道半径（太陽－地球間の距離）を１億５，０００万ｋｍ、月の軌道

半径（地球－月間の距離）を３８万ｋｍとします。また、太陽半径を７０万ｋｍ、地球

半径を６，３６０kmとして計算してみると、日食の際に月が通り抜ける付近での半径

は、約８，１２０ｋｍ、月食の際に月が通り抜ける付近での地球－月間の円錐の半径

は約４，６００ｋｍとなりました。

さらに、地球や月の公転軌道など様々な条件を加味して計算していくと、理論上

は１年の間に、日食は最大５回、月食は最大３回起こります。

それなのに月食の方が多いと思ってしまうのは、月食は地平線から月が昇ってい

る地域なら見ることができる一方、日食は月の影が落ちる地域が限られているため

狭い範囲でしか見られないことから、同じ地点にいると月食の方が多く見えるのです。

ともあれ、次に大阪で見られる日食は２０１６年３月９日の部分食、月食は２０１７

年８月８日の部分食になりますから、全体的に珍しい現象であることには変わりありま

せん。見ることができるチャンスを捉えて観望を楽しんでください。

写真：昨年１０月８日の月食

図１：日食と月食が起こるしくみ。月がＡにある時は日食、Ｂにある時に月食が起こる。

天文の話題
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光のヒミツ

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

みな

皆さんの家や学校などでは、どんな照明を使って、どんな色の光が

出ていますか。よく見るのは、白色や、黄色っぽい光で部屋を明るくし

ますね。照明の色には、実はいろ
ま

いろな色の光が混ざっています。

また、白い光は、赤・青・緑色の

たった３色だけで作れるのです。本

当に？
かくにん

そう、その確認を皆さんとともに

していくのが今回の実験です。赤・

青・緑の光の３色が混ざれば、白

になるということは、他の２色の組

み合わせでは、どのような色ができるのでしょう？そして、光の色を合
かげ

わせるだけでなく、赤・青・緑の光でできる影遊びで、とても楽しい頭の
そう

体操ができます。お楽しみに！
おの まさひろ（主任学芸員）

ここから２ページはジュニア科学クラブ（小学校５・６年生を対象とした会員制）のページです。
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■５月のクラブ■

５月２３日（土） ９：４５ ～ １１：４０ころ
てん じ

◆集 合：サイエンスショーコーナー（展示場３階）
９：３０～９：４５の間に来てください

◆もちもの：会員手帳・会員バッジ・月刊「うちゅう」５月号・筆記用具
◆内 容： ９：４５～１０：３５ サイエンスショー（全員）

１０：４０～１１：４０ 実験教室（会員番号１～７７）
１０：４０～１１：４０ てんじ場の見学（会員番号７８～１５４）

・途中からは、入れません。ちこくしないように来てください。
・展示場の見学は自由解散です

赤・青・緑色の光と影
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たん さ

トライサイエンス 探査機を宇宙に送ろう

５・６月の実験教室

どんな実験なの？

ふくらませた風船にテープでストロー

とおもり（おはじき）を貼り付け、ストロー

に糸を通し、ロケットを作ってみよう。こ

のロケットは、風船の中の空気を後ろ向

きに吹き出すことで、前に進むよ。

じゅん び

家で行なうときに準備するもの（クラブ当日は準備します）

風船、ストロー、テープ、ダブルクリップ（大）、おはじき、たこ糸（部屋

の両側を結ぶくらいの長さ）、風船の空気入れ

ためしてみよう
きょ り

①ストローの長さがちがうと距離はちがってくるかな？

②おはじきをつける位置をかえてみたらどうなるかな。
ちょうせん

③おはじきの個数をふやして、挑戦してみよう！

５月、６月はこの実験にチャレンジするよ。お楽しみに！

この実験は、トライサイエンスのホームページ（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｔｒｙｓｃ

ｉｅｎｃｅ.ｏｒｇ／ｊｐ／）の「やってみよう！」にあるよ。他の実験にもトライして

ね！
こう けん

日本ＩＢＭ 社会貢献・ボランティアチーム
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失われし灯りを求めて

大倉 宏 （科学館学芸員）

歳のせいか寝付きが悪くなってきました。眠れ

ない時は枕もとの電気スタンドを点け、本を読み

だします。そして目が疲れると消して寝ようとしま

す。でも眠れなくてまた電気スタンドを点け…そん

なことをときどき繰り返します。点けたり消したりが

すぐにできる便利な灯り。こんな灯りを手軽に使え

るようになってまだ１００年ちょっとしか経っていま

せん。

２０１５年１月号に長谷川学芸員が紹介したよ

うに、今年は光と光技術の国際年（ＩＹＬ２０１５）で

す。それを記念して科学館では１０月１０日から企

画展「光とあかり」を開催します。毎号リレー式に

光に関する記事を書いて行こうということになり、ト

ップバッターとして、いや２番手かな？私は、昔の

灯りについて書かせていただこうと思います。

実用的な白熱電球としてエジソンと彼のチームは１８７９年１０月２１日に４０時間

の点灯実験に成功したとされています。ところがこの日のエジソンの研究所の「実験

ノート」には特段の記録はないそうです。エジソンが使い物になる電球を手にできたの

は翌１８８０年だったとこの話に疑義を挟む人も多いようです。

それはさておき、その１年以上前の明治１１年（１８７８年）に、ごく一部の日本人は

電気の灯りを目にしていたのでした。もちろんそれは白熱電球ではなく、アーク灯と呼

ばれる電気の光でした。

短い間隙を空けて対向させた電極の間に電圧をかけると、スパークが飛びます。

これがアーク放電（火花放電）です。１８００年にボルタが電池を発明すると数年後に

はファラデーの師匠であるイギリスのデービーがアーク放電を発見します。彼は

１８０８年大規模なアーク放電の実験も行っています。その後何人もの人が改良を加

え、フランスのデュボスクという人が実用的なアーク灯を完成させたと言われていま

す。デュボスク式アーク灯は幻灯機などの光源に使われたようで、探せばＹｏｕＴｕｂｅ

の動画で見ることもできます。

さて、日本で公式に電気の灯りが灯った最初の場所は、東京虎ノ門にあった東大

工学部の前身である工部大学校。年明けにその跡地に行ってみることにしました。官

庁街の中、日本最初の高層建築である霞が関ビルの目と鼻の先でした。今では大き

エジソン

国際光年特集
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いものを表す時、東京ドーム何杯分と言

いますが、私が子供の頃は霞が関ビルで

した。工部大学校は、レンガ造りであった

そうですが、関東大震災で焼け落ち、そ

のレンガで造ったという碑だけが残ってい

ました。

明治１１年３月２５日の夜、工部大学

校でその年開局した電信中央局の開局

祝賀パーティーが行われました。時の工

部卿伊藤博文はお雇い外国人エアトン

にアーク灯の点灯を命じます。エアトン指

揮の下、デュボスク式アーク灯を点灯させたのは、藤岡市助ら工部大学校の学生で

した。藤岡市助は後に白熱舎（後の東芝）を作る人物ですが、そのときの様子は彼の

伝記に活き活きと描かれています。しかし実は彼の伝記は２種類あるのですが、大正

６年に編まれたものと昭和８年のものとでは若干ニュアンスが異なります。

大正６年には、初代駐英大使にもなった林馨伯が発電室にやってきて葉巻を与

え藤岡らをねぎらい「灯を暗くしてくれ！眩しすぎる！」と叫ばせたとあります。しかし

昭和８年には、宴席が真昼のようになったので賓客が拍手し大歓迎したがしばらくす

ると切れて暗黒になった。何度やっても持続しないので林が螺旋階段を駆け上がっ

て来てなんとかしろと激励したとあります。

アーク灯の電源にはグローブ電池を使いました。ネットなどで工部大学校の天井に

アーク灯が設置されたと書かれたものがあります。しかし、調整の難しいデュボスク式

を天井に吊るすなどちょっと考えられません。そこで明治１１年３月２５日の夜のこと

が書かれている藤岡の伝記をいろいろ探し調べたのですが、果たして天井という言葉

はどこにも出て来ませんでした。このデュボスク式アーク灯は物理学講義用のものを

使ったそうですから、明治１１年３月２５日の夜に初めて点灯されたわけではもちろん

ないでしょうし、イギリスから買った軍艦の中にアーク灯があったからそれこそが最初

だという話もあります。最初の…をいうのは、結構難しいのです。

その後、発電機が輸入され明治

１５年１１月１日に藤岡は大倉喜八

郎らと銀座で公衆の前でブラッシュ

式アーク灯を点灯させることに成功し

ます。当時の様子を描いた野川常吉

の東京銀座通電気灯建設之図を社

会科の教科書などで見たことのある

人も多いのではないでしょうか。

工部大学校跡

東京銀座通電気灯建設之図

国際光年特集
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最近の研究発表など

論文発表「半直線電流による電磁場の厳密解」斎藤吉彦（館長・学芸員）

物理教育Ｖｏｌ.６２‐３（２０１４年９月）

半世紀近く物理教育の世界を悩ませた古典電磁気学のパラドックスを解いたも

の。これまで、半直線電流が作る電磁場は、古典電磁気学の原理であるマクスウェ

ル方程式とどのように整合性を持たせるか、定説はなかった。すなわち、直線部分の

電流が作る磁場と電荷が溜まる端点の電場による変位電流との関係が理解できず

にいたのである。本論文では、電流を点電荷の集合体として扱い、全く近似すること

なく厳密な電磁場を与え、その結果、磁場も変位電流もともに端点近傍の寄与はな

く、半直線を流れる電流によるものであることを明らかにした。

研究発表「宇宙人をさがす冴えたやり方の製作」渡部義弥（企画広報担当課長・学芸員）

第１６回デジタルプラネタリウムワークショップ（２０１４年１１月）

日本のプラネタリウム用全天周映像作品としては、ほぼ初めて全編に実写ドラマを

取り入れた標題作品の製作とその過程を発表した。科学の過程を、物語で見せるこ

とにより「答えを教える」のではなく、主人公とともに「問題にとりくんでもらう」ことをめざ

したこと。原作ＳＦ小説「沈黙のフライバイ」で提示された宇宙人とのファーストコンタク

トや各種の技術表現には全天周ＣＧをとりいれ、ドラマ部の製作には、大阪でテレビ番

組制作を行っているスタッフにシナリオ、演出などを依頼し、地域の力を使って製作

したこと。コンセプトを正確に示し理解してもらう重要さについて紹介した。

研究発表「科学館での展示と放射線教育」大倉宏（物理担当学芸員）

神戸大学人間発達環境学研究科シンポジウム「国民的素養としての放射線教育」

大阪市立科学館は、日本初の加速器であるコッククロフト・ウォルトン型加速器を

はじめ、素粒子・高エネルギー関係の資料を多数展示し、エネルギーのコーナーに

は、原子力発電のしくみや、国内最大級の霧箱を展示している。また、回数は少ない

が震災以降放射線に関する普及教室も開催したことを報告した。

報告者は、福島での放射線測定や土壌調査などを３回に渡って行った。その結

果も分かりやすく展示に活かそうとしていたが、原子力発電は存否に関して国論を２分

するような状態であり、どのように展示して行くのか現在模索中であることを報告した。

ＳＴＵＤＹ

大阪市立科学館は、「科学を楽しむ文
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学芸員の活動

飯山 青海（天文担当学芸員）

子供のころから星を見ることが好きで、学生時代は大学の

サークルで流星や彗星を中心に、星仲間と星を見ていまし

た。大阪市立科学館には６名の天文担当学芸員がいますが、

その中では惑星科学分野を担当しています。流星や彗星、小

惑星といった天体について、地球からの観測だけでなく、探査

機による直接探査についても勉強しています。

Ｑ．最近の研究テーマは？

Ａ．現在、シュワスマン・ワハマン第３彗星が

崩壊の途上にあります。１９世紀にはビエラ

彗星が崩壊した後に、アンドロメダ座流星群

という大流星雨が観測されましたが、シュワ

スマン・ワハマン第３彗星も２０２８年に大流

星雨を起こす期待があります。ロゼッタの彗

星探査とあわせて、彗星に注目しています。

Ｑ．どうして学芸員になったんですか？

Ａ．星の仕事がしたいと思っていて、南阿蘇

ルナ天文台や、姫路市の「星の子館」といっ

た天文台に勤めていましたが、大阪市立科

学館で正職員の募集があったので応募した

ところ、幸運にも採用されました。当時は学

芸員の資格を持っていなかったので、採用

後に勉強して資格を取りました。

Ｑ．学芸員として大切にしたいことは？

Ａ．実際に自分で天体を観察した実体験を

もとに話ができるようにありたいと思っていま

す。彗星であれば、昔見た彗星の話ではな

く、話題になっているその彗星をごく最近見

た話を、流星群でも、去年、一昨年の流星

群でなく、今朝見た流星群の話を、と、新鮮

な話ができる学芸員でありたいです。

Ｑ．これから、どんな仕事をしたい？

Ａ．２０２８年の大流星雨が来る前に、小規

模でも流星群の活動が見られないか監視を

続けるとともに、ビエラ彗星の観測記録を勉

強し直し、２０１７年と２０２２年に回帰するシ

ュワスマン・ワハマン第３彗星の動向とも比較

しながら、彗星の崩壊過程をしっかり勉強し

て、多くの方にお伝えしたいと思っています。

Ｑ．理科（科学）が好きになった理由は？

Ａ．自分の記憶の中に、何か特別なきっか

けとなるような出来事が思い当たりません。

そもそも、「好きか嫌いか？」と聞かれても、

特に「好き」という感情は無いのですが、嫌い

でないことは確かなので、きっと「生まれつき

そういうのが好き」なんだと思います。

Ｑ．学芸員として自慢できること、あります？

Ａ．「ＨＡＹＡＢＵＳＡ ‐ＢＡＣＫ ＴＯ ＴＨＥ

ＥＡＲＴＨ‐」という全天周映像作品の制作に

携わりました。ＣＧクリエイターさんはじめ、多

くの製作スタッフの皆さんと、議論を重ねまし

た。公開後に、とある先生から「この作品に

はちゃんと科学が入っているのがいい」とのお

言葉を頂いたのが、とても嬉しかったです。

ＭＩＳＳＩＯＮ

化の振興」を使命として活動しています
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科学館アルバム

大阪市立科学館のイベントやトピックスを、写真でご紹介します。ぽかぽか陽気に

なったかと思ったら雪が舞ったりだった３月のできごとをレポートします。今年度も７０

万人を超えるお客様にお越しいただくことができ、２０１４年度も無事に終了いたしました。

３月１日（日）

２５周年誌が完成しました

３月５日（木）

プラネタリウム・サイエンスショーが新テーマに

昨年１０月に開館２５周年を迎えた大阪市立

科学館。これまでのあゆみをまとめた記念誌

を作成しました。非売品ですが、展示場の図

書コーナーで閲覧していただけます。

上はサイエンスショー「飛ばしてみよう」のポ

スター。紙飛行機、風船、植物のタネなどの

飛ぶ科学を実験。オリジナルグッズのアルソ

ミトラグライダー(１００円)が大好評です！

３月１３日（金）

理事会

３月２１日（土）

科学実験大会２０１５

大阪市立科学館を管理運営する公益財団

法人大阪科学振興協会の理事会が開催さ

れ、２０１４年度の決算等、２０１５年度の予

算・事業予定等が承認されました。

過去最多の１５チーム、４５名の科学実験好

きの市民の方が出場！夕方までほぼずっと

満席！大盛況でした。出場者のみなさん、

楽しい１日をありがとうございました！

こんなことがありました
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３月２１日（土）

スペシャルナイト「プラネタリウムと天文学の夕べ」

３月２２日（日）

電気記念日イベント

日本天文学会公開講演会として共催。プラ

ネタリウム投影と、ブラックホールなど大学研

究者の最新の天文学の解説に、満席の会場

は熱心に聞き入っていました。

３月２５日の電気記念日を記念したイベントを開

催しました。アトリウムではスペシャルサイエンス

ショー「スーパー磁石＆超伝導」、電気と磁石

のいろいろ実験！など、電気三昧の１日でした。

３月２８日（土）

モバイルプラネタリウム＠展示場４階

３月３１日（火）

２０１４年度（平成２６年度）最終日

展示場４階に設置した、直径７ｍのモバイル

プラネタリウムで星空を生解説。４回とも満席

でした！モバイルプラネタリウムは館外でも開

催できます。ご相談ください。

平成２６年度も７０万人を超えるお客様にご

来館いただき、感謝申し上げます。休むこと

なく新年度が始まります。科学を楽しむ場づ

くりに、ますます磨きをかけていきます。

日々のできごとをツイートしています

館長がつぶやいてます

館長の散歩@科学館

@yoshi_saito

学芸員がつぶやいてます

学芸員＠大阪市立科学館

@gakugei_osm

広報担当がつぶやいてます

大阪市立科学館広報

@osaka_kagakukan

こんなことがありました
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さがせ！第２の地球 桂しん吉バージョン

生命が住める地球のような星は宇宙のどこかにある

でしょうか？調べてみると、宇宙にはおどろくほど多様

な星の世界があります。マグマの海をもつ星、地面が

ネオンサインのように輝く星、まっ黒な火山がダイヤモ

ンドをまき散らす星。生命が住む星「第２の地球」もきっ

とあります。さあ、第２の地球を探す旅に出かけましょ

う。 ＜大阪市立科学館オリジナル翻訳＞

ナレーションは、桂米朝一門の落語家、桂しん吉さ

ん。関西弁での進行は、大阪ならではです！さまざま

な宇宙の姿と軽快な語りの両方をお楽しみください。

５月３１日(日)までの上映

�Ｃｌａｒｋ Ｐｌａｎｅｔａｒｉｕｍ

桂しん吉さん

新プログラム
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月 日 曜 行 事

５

開催中

プラネタリウム「ボイジャー太陽系脱出」／「さがせ！第２の地球」（～５／３１）

プラネタリウム ファミリータイム「おおきな星、木星」（～５／３１の土日祝日）

全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２」（～Ｈ２８／３／２７の土日祝日）

サイエンスショー「飛ばしてみよう！」（～５／３１）

１４ 木 中之島科学研究所コロキウム

２３ 土 天体観望会「月と金星と木星をみよう」（５／１３必着）

２４ 日 楽しいお天気講座「天気予報にチャレンジしよう」（５／１４必着）

６

６／１（月）休館日、６／２（火）～６／４（木）臨時休館

５ 金
プラネタリウム「スターズライフ」／「天の川をさぐる」（～８／３０）

サイエンスショー「赤青緑の光サイエンス」（～８／３０）

６ 土 プラネタリウム ファミリータイム「おりひめ、ひこぼし、流れ星」（～８／３０の土日祝日）

１１ 木 中之島科学研究所コロキウム

１４ 日 天文学者大集合！宇宙・天文を学ぶ大学紹介します

２８ 日 元素検定２０１５

６月３０日までの 科学館行事予定

サイエンスショー開演時刻 ５／３１まで｢飛ばしてみよう！｣、６／５から｢赤青緑の光サイエンス｣

１０：００ １１：００ １３：００ １４：００ １５：００

土日祝日 － ○ ○ ○ ○

平 日 予約団体専用 予約団体専用 予約団体専用 ○ －

所要時間：約３０分、会場：展示場３階サイエンスショーコーナー

科学館の研修を修了した科学デモンストレーターが、ボランティアで実験ショー

を行なっています。テーマと日時はホームページでご確認ください。

インフォメーション
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中之島科学研究所コロキウム「生命生存可能な太陽系外惑星の判じ方」

中之島科学研究所の研究員による科学の話題を提供するコロキウムを開催します。

■日時：６月１１日（木）１５：００～１６：４５ ■場所：研修室

■テーマ：生命生存可能な太陽系外惑星の判じ方 ■講演者：石坂千春 研究員

■概要：太陽系以外の惑星（系外惑星）は現在、１８００個以上発見されています。系外惑

星の公開データから生命生存可能領域にあるものを判別する方法を考察します。

■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場にお越し下さい

プラネタリウムホール開演時刻

５／３１

まで

土日祝日
１０：１０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

ボイジャー ファミリー ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ 第２の地球 ボイジャー 第２の地球 ボイジャー

平 日
９：５０ １１：００ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

学習投影 ボイジャー ボイジャー 第２の地球 ボイジャー 第２の地球 ボイジャー

● ボイジャー：「ボイジャー太陽系脱出」
● 第２の地球：「さがせ！第２の地球」（ナレーション：桂しん吉） ●天の川：「天の川をさぐる」
● ＨＡＹＡＢＵＳＡ２：全天周映像「ＨＡＹＡＢＵＳＡ２」（約４０分間）
● ファミリー：ファミリータイム（幼児とその家族を対象にしたプラネタリウム・約３５分間）
● 学習投影：事前予約の学校団体専用
● 幼児投影：幼児団体向け（空席があれば１１：１０の回は一般の方もご覧になれます。約３０分間）
★ ５／３１までの毎日曜日は１７：００より｢さがせ！第２の地球｣を追加投影します。
★ ６／７からの毎日曜日は１７：００より｢天の川をさぐる｣を追加投影します。
※ ６／２７はジュニア科学クラブのため、通常の投影はございません。

６／５

から

土日祝日
１０：１０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

スターズライフ
※

ファミリー ＨＡＹＡＢＵＳＡ２ 天の川 スターズライフ 天の川 スターズライフ

平 日
１０：２０ １１：１０ １２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００

幼児投影 幼児投影 スターズライフ 天の川 スターズライフ 天の川 スターズライフ

所要時間：各約４５分、途中入場不可、各回先着３００席

インフォメーション
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■編集後記■新生活をスタートされた方もそろそろ落ち着かれた頃でしょうか？私も広報に異動して１カ

月。学芸員の仕事との両立は大変ですが、お客様のことをいろいろ想像して工夫する広報の仕事は楽し

いです。 （岳川）

公益財団法人大阪科学振興協会 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｋａｇａｋｕ‐ｓｈｉｎｋｏ.ｏｒｇ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６（９：００～１７：３０）

大阪市立科学館 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ／

電 話：０６‐６４４４‐５６５６ （９：００～１７：３０）

休館日：月曜日（連休の場合は翌平日）、このほか臨時休館

開館時間：９：３０～１７：００ （プラネタリウム最終投影は１６：００から、展示場入場は１６：３０まで）

所在地：〒５３０‐０００５ 大阪市北区中之島４‐２‐１

元素検定２０１５

「元素検定」は、元素について楽しく学ぶクイズです。元素発見の歴史から、名前の由来、性

質やどう役に立っているかなど、知っているようで意外と知らない元素に関する検定問題に

挑戦できます。合格者には、認定証カードをお渡しします。めざせ、元素ハカセ！

■日時：６月２８日（日）１０：３０～１２：００ ■場所：研修室 ■定員：６０名（先着順）

■対象：元素や周期表に興味がある方ならどなたでも。受験レベルを１つ選んでください。

■参加費：２００円 ■応募方法：ホームページをご覧ください（６月１日から受付開始）

■主催：元素周期表同好会、大阪市立科学館 ■協力：化学同人

企画展「分光～光を虹色に分ける～」（国際光年記念）

光を虹色に分けるときれいですが、それだけではありません。

「分光」といって、天文・物理・化学などさまざまな分野で観測や

実験に重要な手段なのです。そこで分光に使う道具や、分光で

何がわかるのかを展示しています。

■期間：６月２１日（日）まで ■場所：地下１階アトリウム

天文学者大集合！宇宙・天文を学ぶ大学紹介します

関西を中心とした約２０の大学から、天文学者や宇宙科学者が大集合！大学での研究や

勉強の様子を科学者のトークとパネルで紹介します。進学相談やミニ講演会も行ないます。

■日時：６月１４日（日）１０：３０～１６：００（受付１０：００～） ■場所：科学館研修室ほか

■内容：パネル展示、各大学の進学資料・研究パンフレット等配布、宇宙ミニ講演会

■参加費：無料 ■参加方法：当日、直接会場にお越し下さい。

■主催：宇宙（天文）を学べる大学合同進学説明会実行委員会、大阪市立科学館

インフォメーション
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友の会 行事予定

月 日 曜 時間 例会・サークル・行事 場所

５

１６ 土 １３ : ００～１７ : ００ 友の会総会 研修室

１７ 日 １４ : ００～１６ : ００ りろん物理（場の理論） 工作室

２３ 土 ２０ : ００集合 星楽 ４月号参照

２４ 日
１０ : ００～１２ : ００ 天文学習 工作室

１４ : ００～１６ : ３０ 科学実験 工作室

６

１３ 土
１１ : ００～１６ : ３０ りろん物理 研修室

１４ : ００～１６ : ００ うちゅう★むちゅう 工作室

１４ 日
１４ : ００～１５ : ３０ 化学 工作室

１６ : ００～１７ : ００ 光のふしぎ 工作室

２０ 土
１２ : １５～１３ : ５０ 英語の本の読書会 工作室

１４ : ００～１６ : ００ 友の会例会 研修室

２１ 日 １４ : ００～１６ : ００ りろん物理（場の理論） 工作室

２８ 日
１０ : ００～１２ : ００ 天文学習 工作室

１４ : ００～１６ : ３０ 科学実験 工作室

５月の英語の本の読書会は、総会のため、お休みです。
開催日・時間は変更されることがあります。最新情報は友の会ホームページでご確認ください。

友の会サークルは、会員が自主的に学習し合う集まりです。
科学館内が会場のサークルは、参加申込は不要です。記載の日時に会場にお越しのう
え、世話人に見学の旨お伝えください。テキスト代など実費が必要なものもあります。初めて
参加される場合は、まずは見学をおすすめします。

４月の例会報告

４月の友の会の例会は、１８日（土）に開催いたしました。
今月のお話しは、江越学芸員の「宇宙を満たす謎のエネル
ギー」でした。休憩をはさんで、飯山学芸員より「４月４日の
皆既月食の写真」の話題や、４月４日のハイキングサークル
の報告などがありました。参加者は７２名でした。
この日の夕方は、友の会の観望会がありました。昼間は

良いお天気だったのですが、日没頃から雲が増えてきて、
観望会では雲越しに何とか木星が見える程度でしたが、
１１０名の参加がありました。

友の会事務局員の募集

友の会の事務局で、友の会の名簿管理や会費の管理をはじめ、事務を担当していただけ
る方を探しております。適任の方がいらっしゃいましたら、お知らせください。
■勤務時間：科学館開館日の９：３０～１７：００、週２～３回程度来ていただける方
■報酬：１日当たり６,０００円。交通費は１,０００円を上限に支給。
■担当・問い合わせ先：飯山青海（科学館学芸員）

友の会
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友の会総会のご案内

５月１６日に友の会総会を開催します。総会には、会員の皆さんの他、ご家族の方ならど

なたでもご参加できます。特別講演会、優秀会員の表彰、バザー、懇親会等が開催されま

すので、ふるってご参加ください。

■日時：２０１５年５月１６日（土） １３：００～１７：００ ■会場：科学館研修室

■プログラム

◆特別講演会：「発光・発色材料の新技術」

小畠 誠也 先生（大阪市立大学大学院工学研究科准教授）

今年は「世界光年」です。そこで光に反応して色が変わっ

たり、自ら光を発する物質について、最先端の研究をご紹

介いただきます。蛍光物質の最前線や、耳慣れない「フ

ォトクロミック結晶」という物質について詳しく知りたい方、

是非ご参加下さい。

◆総会：２０１４年度決算報告、２０１５年度予算案審議、等

◆役員紹介、サークル紹介

◆優秀会員表彰：昨年１年間に友の会行事に１５回以上参加された優秀会員さん

を表彰します（優秀会員の受付は終了しました）。

◆バザー：出品してくださる方は、５月１４日までに事務局までご一報ください。

科学に関係する品物なら出品できます。

◆懇親会：総会終了後に予定しています。たくさんの会員さんと楽しく話ができるチャ

ンスです。参加費は、５００円の予定です。皆様のご参加をお待ちしており

ます。

昨年の総会の様子

友の会入会は随時受け付けています。年会費３０００円、入会資格は中学生以上です。
詳しくは科学館ホームページ、友の会ホームページをご覧ください。

大阪市立科学館 友の会事務局

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｋｉｔａ.ｏｓａｋａ.ｊｐ／～ｔｏｍｏｎｏｋａｉ／

電 話：０６‐６４４４‐５１８４ （開館日の９：３０～１７：００）

メール：ｔｏｍｏ＠ｓｃｉ‐ｍｕｓｅｕｍ.ｊｐ

友の会
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新・登録資料をご紹介します

羅針盤は、船の上で方角や進行方向などを知

るために、方位磁石を組み込んで作った用具です。

この資料は１９５０～６０年頃に作られた日本製

羅針盤で、実際に船に設置されて使用されてい

たものです。方位磁石は円筒形のケースに収めら

れていて、船が波で揺れても羅針盤自体は常に

水平を保ち、いつでも正確に方角を知ることがで

きるような工夫がされています。

嘉数次人(主任学芸員)

六分儀は、天体や目標物の地平線からの高度

や水平角度、二つの目標物の角度などを測定す

るための道具で、主に船の上で使われました。

六分儀を使って天体の位置を観測すると、自

船のいる緯度・経度を知ることができるため、現在

でも、電気が必要なGPSなどが使えなくなった時

のために、船に常備している例が見られます。本

資料は、近年に作られた日本のタマヤ計測シス

テムの製品です。

嘉数次人(主任学芸員)

ソニーが１９８３年に発売したビデオカメラBMC-

１００。光をとらえるカメラと記録するテープデッキ

が別々になっていたビデオカメラに対し、一体型ビ

デオカメラをカムコーダとも言います。家庭用ビデ

オの規格としてVHSとベータマックスが競っていた

中、VHS陣営は小型のVHS-Cカセットを用いた一

体型ビデオカメラを発売。これに対し、VHSよりひ

とまわり小さいベータカムのカセットをそのまま使

える一体型ビデオカメラとして発売されました。

長谷川能三(主任学芸員)

羅針盤
なにわの海の時空館より移管

六分儀
なにわの海の時空館より移管

一体型ビデオカメラ
寄贈：加木孝男氏
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大阪市立科学館では、化学・物理・天文学・科学技術に関連した資料を収集しています


	p01.pdf
	p02-03
	p04-09
	p10-11
	p12-13
	p14-15
	p16-17
	p18-19
	p20-21
	p22
	p23-25
	p26-27
	p28

